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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわニュースレター 

あしもと通信 
●コンテンツ 
巻頭言 サステナビリティとレジ

リエンス／足温ネットの歩みとと

もに～揚水発電ダム計画を止め

た？夏の板取ツアー／市民電力連

絡会 連続講座「集まれ！エネルギ

ーの新世代」～西粟倉村でバイオ

マス地域熱供給を進める井筒耕平

さん／足温ネットとつながるヒ

ト･モノ･トコロ～足温ネットが大

きな力に・江戸川･生活者ネットワ

ーク／えど･そら便り／環境・エネ

ルギー８行ニュース／みかんとか

まぼこの里小田原にエネルギーの

未来を見た～えどがわエコセンタ

ーおどろき発見バスツアー参加報

告／足温ネット活動日誌／編集後

記  
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● 

私達と板取を最初につないでくれたのは、川が大好き

で魚をこよなく愛する新村安雄さん。彼が中日新聞・

東京新聞に 3 年間にわたって書いたコラム（左図参照）

が本になりました。足温ネットのことも書いています。

未読の方は、ぜひ注文して！！中日新聞・東京新聞の

販売店に注文すると送料無料で送ってくれます。 
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● 

(株)sonrakがストックする薪 

ユギムラ牧場で行われた講演の様子 
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木質バイオマス導入 

策定へ 神奈川･松田町 
2018.10.13 神奈川新聞 

バイオ液肥スタンド利用

好調 岡山・真庭市 
2018.6.26 産経新聞 
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● 

●江戸川・生活者ネットワーク 

江戸川区東小松川 3-35-13-205（足温ネットの隣です） 

Tel 03-5607-5975  Fax 03-5607-6158 

http://edogawa.seikatsusha.me 

E-mail soreyuke@net.email.ne.jp 

2015 年の江戸川区環境フェアで、足温ネットメンバーと話す

伊藤さん（右） 
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写真 1 西隣の屋根 

写真 2 破損状況 

写真 3 破損状況 

予測 実績 予測 実績 予測 実績
2017年9月 31.3 31.9 32.7 38.3 87.5 94.0

2017年10月 25.2 24.2 27.3 28.5 70.5 68.5
2017年11月 23.2 24.4 26.4 35.6 64.9 72.5
2017年12月 24.3 23.9 29.5 36.7 67.9 60.9
2018年1月 27.0 27.4 32.2 41.1 74.8 66.1
2018年2月 29.5 31.7 33.9 45.0 82.7 93.8
2018年3月 32.5 32.6 34.4 41.4 90.0 95.6
2018年4月 38.0 39.5 39.2 53.2 106.5 126.5
2018年5月 42.6 40.0 42.9 54.1 119.4 133.4
2018年6月 35.4 33.9 34.3 40.7 99.1 103.8
2018年7月 39.0 39.3 38.0 57.2 109.2 147.9
2018年8月 42.6 38.3 42.3 48.5 119.4 122.3
2018年9月 31.3 34.1 32.7 38.5 87.5 95.0

2018年10月 25.2 21.6 27.3 31.0 70.5 69.1

えどそら1号 えどそら2号 えどそら3号
1日当たり発電量　kWh/日

予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実績

2018年4月 1,141 1,224 47,922 53,536 1,177 1,650 49,434 72,171 3,195 3,922 83,065 103,775

2018年5月 1,322 1,200 55,524 52,488 1,331 1,623 55,902 70,989 3,702 4,002 96,242 105,892

2018年6月 1,062 1,051 44,604 45,961 1,030 1,263 43,260 55,239 2,974 3,219 77,314 85,182

2018年7月 1,209 1,178 50778 51,512 1,177 1,717 49,434 75,088 3,385 4,438 88,015 117,437

2018年8月 1,322 1,186 55524 51,875 1,311 1,505 55,062 65,828 3,702 3,792 96,242 100,336

2018年9月 938 1,058 39,396 46,276 981 1,195 41,202 52,269 2,626 2,944 68,286 77,898

2018年10月 781 647 32,802 28,299 846 930 35,532 40,678 2,187 2,073 56,857 54,851

2018年11月 695 29,190 0 792 33,264 0 1,946 50,596 0

2018年12月 752 31,584 0 913 38,346 0 2,106 54,746 0

2019年1月 828 34,776 0 999 41,958 0 2,318 60,278 0

2019年2月 827 34,734 0 948 39,816 0 2,316 60,206 0

2019年3月 996 41,832 0 1,066 44,772 0 2,789 72,509 0

合計 11,873 7,544 498,666 329,947 12,571 9,883 527,982 432,262 33,246 24,390 864,356 645,371

表１ えどそら1号実績 表２ えどそら2号実績 表３ えどそら3号実績

発電量ｋWｈ 売電額 発電量ｋWｈ 売電額 発電量ｋWｈ 売電額
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●省エネプログラム、酷暑で休止に 
（2018.8.9 日経新聞） 

 目黒区は、家庭に省エネを促すプログラムを

いったん休止した。使用電力を減らすなど二酸

化炭素（ＣＯ2）の排出量を削減すれば特典がも

らえる仕組みだが、この夏の酷暑で健康に暮ら

すにはエアコンの適切な使用が不可欠と判断し

た。熱中症を防ぐには電気の使用が増える。再

開時期は検討中で、目黒区では暑さが落ち着い

てきたら始めたいとしている。 
 

●石炭火力発電、金融機関が融資見直し 
（2018.8.21 ＮＨＫ） 

 三井住友信託銀行と日本生命は、国内や海外

での新たな石炭火力発電所の建設計画に対して

原則として融資をしない方針をこのほど決めた。

こうした対応の背景には、企業の環境問題など

への取り組みを重視して投資先を決める「ＥＳ

Ｇ投資」と呼ばれる動きが世界的に広がり、金

融機関の融資姿勢にも投資家などから厳しい目

が注がれていることがある。 
 

●小国町に温泉熱発電所が完成 
（2018.8.23 熊本日日新聞） 

 温泉の蒸気で沸点の低い代替フロンガスを蒸

発させ、タービンを回して発電する「杖立温泉

熱バイナリー発電所」が完成し２１日、小国町

の杖立温泉で竣工式があった。地元企業やＮＰ

Ｏ法人等が出資する事業会社グリーンパワー小

国が設置、運営。住民所有の泉源を利用。最大

出力 49kW、年間発電量約 41 万 kWh を見込

み、全量を九州電力に売電する。 
 

●中部電力が「家電ごと」電気代見える化 
（2018.8.29 毎日新聞） 

 中部電力は２９日、エアコンや冷蔵庫など家

電ごとの電気使用割合や電気代の推計値が分か

る新サービスを９月２日から始めると発表した。

計測器を用いず、同社が独自開発した計算式で、

家族の人数や気温などを勘案しながら算出する

のが特徴。現在は実測値と比べて 10～15％程

度の誤差があるが、利用者が増えれば関連デー

タが蓄積され、精度向上が見込めるという。 
 

●送電線に空き、大手電力が算定見直し 
（2018.8.30 東京新聞） 

 電力業界のルールを管轄する国の認可法人、

電力広域的運営推進機関が四月に送電線の空き

の算定方法を見直したことを受け、経済産業省

が 29 日、審議会で見直しの効果を中間報告し

た。一部の基幹送電線で再生エネの受け入れが

37.4 万 kW 増える見通し。ただ、政府と大手

電力は、あくまでも原発を再稼働させる方針を

崩しておらず、フル稼働を前提にしている。 
 

●不適切資金管理で創業者が代表辞任 
（2018.8.31 南信州新聞） 

 市民出資による自然エネルギー事業会社「お

ひさま進歩エネルギー」の関連企業「おひさま

エネルギーファンド」で不適切な資金管理が発

覚し、創業者の原亮弘氏が両社を含むグループ

企業の全代表を辞任していたことが分かった。

複数のファンド会社から原氏への不適切な資金

移動が判明したという。資金はすでに返済され、

ファンド事業への影響はないとしている。 

●ＭＯＸ燃料、再処理せず 
（2018.9.3 東京新聞） 

 通常の原発でプルトニウム・ウラン混合酸化

物（ＭＯＸ）燃料を燃やすプルサーマルを巡り、

原発を持つ電力会社 10 社が、一度使ったＭＯ

Ｘ燃料を再処理して再び燃料として利用するた

めの費用計上を、2016年度以降中止していた

ことが 2 日、分かった。電力各社が費用計上を

やめたことで資金面での根拠を失い、事実上、

ＭＯＸ再処理の断念となる。 
 

●東電旧経営陣が津波対策先送り 
（2018.9.6 朝日新聞） 

 東京電力福島第一原発事故をめぐり、業務上

過失致死傷罪で強制起訴された東電旧経営陣３

人の第２４回公判が５日、東京地裁であった。

同社元会長の勝俣恒久被告らが 2008 年、国の

専門機関による地震予測に基づく津波対策を同

原発で実施する方針をいったん了承しながら、

後から先送りしたという、東電元幹部の供述調

書が証拠採用され、法廷で読み上げられた。 
 

●気候サミットを来年 9月開催へ 
（2018.9.11 共同通信） 

 国連のグテレス事務総長は 10 日、国連本部

で演説し、地球温暖化防止の国際枠組み「パリ

協定」が始まる 2020 年の前年に当たる 19 年

9 月、加盟国首脳を集めて温暖化対策を話し合

う「気候サミット」を開催すると表明した。ト

ランプ米政権がパリ協定から離脱を表明するな

ど取り組みが停滞する中、改めて結束した行動

を要請する狙い。 
 

●ソニーが RE100に加盟 
（2018.9.11 日刊工業新聞） 

 ソニーは 10日、ESG（環境・社会・企業統

治）説明会を開き、2040 年までに事業で使う

電気全量を再生エネにすると発表した。太陽光

パネルの設置や再生エネ電気を拠点間で融通す

る仕組みを使って実現を目指す。再生エネ

100％を目指す国際的な組織「RE100」にも加

盟した。神戸執行役常務は「日本の再生エネの

拡大とコストダウンに貢献したい」と語った。 
 

●東海第 2原発、運転延長認可の見通し 
（2018.9.13 ＮＨＫ） 

 運転開始からまもなく 40 年を迎える茨城県

の東海第二原発について、原子力規制委員会は、

施設の劣化状況に大きな問題はないとして、原

則 40 年に制限された運転期間の延長を今年

11 月の期限までに認める見通しになった。た

だ再稼働について、日本原電は周辺の自治体に

対し、事前了解を得るとする協定を結んでいる

ため、再稼働の時期は見通せない。 
 

●太陽光パネル共同購入支援 
（2018.9.25 日経新聞） 

 神奈川県は太陽光発電の普及に向け、太陽光

パネル共同購入事業に乗り出す。県が指定した

事業者がパネルの購入希望者を募り、一度に大

量発注する代わりに個々の購入･設置費用を引

き下げる。10 月中に支援事業者の募集を始め

る。指定された１社が県内の購入希望者を募り、

まとまった発注で施工業者と価格交渉をする。

今年度中に購入希望者の募集開始を目指す。 
 

●女川原発 1号機、廃炉も選択肢 
（2018.9.27 時事通信） 

 東北電力の原田宏哉社長は 27 日の記者会見

で、営業運転開始から 34 年が経過した女川原

発（宮城県石巻市、女川町）の１号機の扱いに

ついて「廃炉も選択肢として具体的な検討を進

めている」と述べた。新規制基準適合のために

必要な安全対策工事の費用などを勘案して最終

判断する。廃炉が決まれば同社保有の原発４基

では初めてとなる。 

●産業革命前より 1.5℃上昇 
（2018.10.1 ＮＨＫ） 

 国連の IPCC「気候変動に関する政府間パネ

ル」は、最新の報告書の最終案をまとめた。現

状のペースで温室効果ガスの排出が続けば、世

界の平均気温が 2040 年ごろまでに産業革命

の前より 1.5度上昇し、異常気象が増加すると

予測している。1.5 度未満にするには、今世紀

半ばごろには CO2 排出量を実質ゼロにする必

要があると指摘している。 
 

●九電、余剰再生エネを初めて融通 
（2018.10.3 毎日新聞） 

 「電力広域的運営推進機関」は、九州電力管

内の再生可能エネルギーで発電し余った電力を

他電力会社に送ったと明らかにした。余剰電力

を送電したのは１日午前９時～午後２時半。九

州と本州を結ぶ送電線「関門連系線」を通じ関

西､中部､北陸､中国､四国の電力５社に最大計

112 万 5 千 kW を送った。供給が需要を上回

る懸念を完全には払拭できず同機関が調整した。 
 

●関電値引きで、電力地産地消に逆風 
（2018.10.4 毎日新聞） 

 奈良県生駒市が出資して昨年７月に設立した

電力小売り会社「いこま市民パワー」が、関西

電力の大幅な値引き攻勢で逆風にさらされてい

る。奈良市が昨年１２月に実施した電力入札で、

生駒の参考になりそうな関電落札の３件を抽出

すると、価格は１年前の落札価格を２割程度下

回っていた。生駒市に当てはめると、年４千万

円程度を節約できた可能性があるという。 
 

●エアコン室外機を気化熱で冷却 
（2018.10.12 日刊工業新聞） 

 東洋紡 STC（大阪市北区）は、気化熱による

冷却効果を利用してエアコン室外機を冷やす

「保冷パネル室外機冷却ユニット」を 2019年

夏季に向けて本格販売する。家の壁と室外機の

すき間に同ユニットを設置。室外機のファン温

度を下げ、エアコンの消費電力を抑える。使用

条件にもよるが、消費電力を 30％程度節減で

きることを実験で確認した。 
 

●京都の僧侶ら電力小売り事業に参入 
（2018.10.15 ＮＨＫ） 

 檀家の減少で経営が厳しい寺院が増える中、

新たな収入源を確保しようと京都の寺の僧侶た

ちが会社を設立し、中国地方で電力の小売り事

業に参入する方針を固めた。京都の西本願寺の

僧侶が中心となってことし６月に設立した

「TERA Energy」では、檀家のネットワークを

活用し中国地方５県で、来年４月から家庭向け

に再生エネ込みの電力を販売する。 
 

●東芝とＩＨＩ、原発事業を縮小 
（2018.10.19 日経新聞） 

 東芝と IHI は原子力発電所向けの機器を生産

する共同出資会社「IHI・東芝パワーシステム」

を 11 月に解散し、清算する。原発事業拡大を

目指し 2011 年に設立したが、原発に対する世

界的な逆風により工場は稼働率が低迷していた。

両社は再生可能エネルギー関連など成長分野に

シフトする。約 80 人の従業員は原則として母

体企業の他部門などに配置転換する。 
 

●LPガス発電機に商機 
（2018.10.24 函館新聞） 

 胆振東部地震による大規模停電を受け、燃料

業者らが家庭用ＬＰガス発電機の販売に力を入

れている。停電時に住宅のＬＰガスタンクから

小型の発電機にホースをつなぎ、照明や給湯、

暖房ができるようになる。１台 900W の出力

が可能で、携帯電話の充電や照明、テレビのほ

か、ＬＰガス給湯器も同時に動かせるという。

発電機の価格は接続機器を含めて約２２万円。 
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みかんとかまぼこの里小田原に 

エネルギーの未来を見た 
えどがわエコセンターおどろき発見バスツアー参加報告 

齋藤智子（運営会員） 
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編集後記 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ公式フェイスブック  https://facebook.com/sokuonnet 
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